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全雌三倍体ヤマメＯ+年魚の成長と生残

工藤真弘・小野淳

ヤマメの三倍体雄型魚は満２年で二次』性徴を示して

へい死するため，成熟せずに成長を続けて大型化する

という三倍体の長所が発揮できない')。したがって事

業化にあたっては全雌三倍体を作出する必要がある。

全雌三倍体の作出条件は雌雄混合三倍体と同じであり，

浮上期までの生残は通常二倍体の４０％程度であるこ

とが確認されている2)。また，雌雄混合三倍体０+年魚

の成長は通常二倍体と差がないことが明らかにされて

いるが')，全雌三倍体と二倍体の成長差については明

らかではない。そこで，全雌三倍体ヤマメの餌付け開

始期から２ヶ月間およびふ化後約７ケ月目から１２ケ

月目までの成長と生残について，通常二倍体ヤマメお

よび全雌二倍体ヤマメと比較したので報告する。

cｍの塩ビ水槽６槽にｌ区あたり500尾ずつ収容し，

翌日より餌付けを開始した。餌付け開始時のふ化後経

過日数（日令）は４０日，積算水温は701.0℃であった。

給餌は自動給餌器で行い，３０日目までは餌付用配合飼

料を１日に５回，３０日目以後は餌付とクランブル１

号を半々に混ぜて１日に７回給餌した。ｌ槽当たりの

給餌量はいずれも１回約１９ずつ（ライトリッツ表の

2～３倍）とした。

(2)ふ化後７ケ月目から１１ケ月目までの成長と生残

供試魚１９９３年１０月２６日に採卵し，性転換雄精子

で媒精し，媒精５分後に２８℃１５分間の高温処理を

行って作出した全雌三倍体と，無処理の全雌二倍体，

および通常精子で媒精した通常二倍体の３群を供試し

た。

実験区実験区は全雌三倍体区（G3n区)，全雌二

倍体区（G2n区）および通常二倍体区（Ｎ２ｎ区）の３

区を設定した。

飼育期間飼育実験は２期に分けて実施した。第１

期はふ化後約７ケ月目の１９９４年６月１５日（日令１９８

日）から８月１６日（日令260）までの６２日間，第２

期はふ化後約９ケ月目の８月２５日（日令269日）から

１０月１７日（日令322日）までの５５日間とした。

飼育方法第１期は１９９４年５月２６日に350×600

×250ｍｍの塩ビ水槽３槽に各区約150尾（平均体重

652～6.689）を収容し，等量の飼料を与えて６月１４

材料と方法

(1)餌付け開始後２ヶ月間の成長と生残

供試魚１９９４年10月２７日に東京都水産試験場奥

多摩分場塵ヤマメ親魚より採卵し，性転換雄精子で媒

精して吸水５分後に２８℃，１５分間の高温処理を行っ

て作出した全雌三倍体と，無処理の全雌二倍体および

通常精子で媒精した通常二倍体の浮上直前の稚魚を供

試魚として用いた。

実験区実験区は全雌三倍体２区（G3n-LG3n-2）

と全雌二倍体２区（G2n-LGn-2）および通常二倍体

2区（N2n-LN2n-2）の６区を設定した（表ｌ)。

飼育方法供試魚は１９９５年１月９日に８５×35×2５
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区（98.8％）および全雌２，－１区（96.6％）より低く

なった。減耗の原因は内臓真菌症であり，餌付不良(こ

よるへい死はほとんどなかった。また倍数性による生

残率の違いも認められず，全雌三倍体ヤマメの餌付後

６０日目までの生残率は全雌および通常二倍体ヤマメ

とほぼ同様と考えられる。

６０日後の平均体重は全雌二倍体，全雌三倍体，通常

二倍体の111頁となり，倍数性による成長差は認められな

かった。

日令198日～260日（第１期）の飼育結果を表２に，

269日～322日（第２期）の飼育結果を表３に示した。

日まで約２週間馴致した。第２期は１９９４年８月２４日

に第１期の飼育魚から３０尾ずつ（平均体重22.73～

23.379）を選別，測定し，第１期と同じ水槽に収容した。

第１期，２期とも給餌量はライトリッツ表×０８を目安

とし，２週間ごとに体重を測定して給餌量を補正した。

また，測定の前日および日曜日は餌止めとした。

結果と考察

餌付け開始後２ヶ月間の飼育結果を表ｌに，生残率

の推移を図ｌに示した。餌付開始後２０日目までは全

区とも１００％の生残率であったが,２０日目以降は全雌

3,-2区と全雌２，－１区以外の４区で減耗が続き，６０日

目のこれら４区の生残率は７５８～77.8％で，全雌３，－２ 表３日令269日～322日（第２期）の飼育結果
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終了時総尾数（尾）
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第１期では期間中へい死魚はなかったが，第２期では

期間中Ｇ２、区で２尾へい死した。ただし倍数`性による

生残率の違いは認められなかった。第１期の６月１４

日の飼育開始時および,８月１６日の飼育終了日ともに

実験区間の体重の分散，平均値に有意差は認められな

かった。また成長倍率，飼料効率等についても二倍体

と三倍体の違いは認められなかった。第２期も開始時，

終了時とも平均値には実験区間の差がなく，三倍体と

二倍体との成長差は認められなかったが，終了時のみ

通常二倍体と他の２区との間の分散に有意差が認めら

れた。第１期，第２期とも二倍体と三倍体の成長差は

認められず，飼育初期に飼料効率が高く，成長するに

したがって飼料効率が低くなる傾向も同じであった。

また，第２期では終了時の体重のばらつきに差が認め

られたが，通常二倍体区では飼育中に縄張りを形成す

る個体があり，餌が均等に摂餌されなかった可能性が

ある。また，ヤマメの生産事業では経験的に雄の成長

が早いとされており，今回の飼育でも雌雄間に成長差

があったことが考えられる。
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